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岡
山
市
、
御
津
郡
建
部
町
及
び
赤

磐
郡
瀬
戸
町
の
廃
置
分
合
に
つ
い
て

ほ
か
十
二
件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
並

び
に
同
意
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。 

     

委
員
か
ら
、
建
部
町
・
瀬
戸
町
と

の
合
併
後
、
農
業
委
員
全
体
の
数
が

減
少
し
、
一
人
当
た
り
の
負
担
が
重

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
本

市
に
二
つ
の
農
業
委
員
会
を
設
置
し

て
は
、
と
の
質
問
が
あ
り
、
市
当
局

か
ら
、
合
併
協
議
会
等
で
も
議
論
と

な
っ
た
が
、
今
日
の
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
一
つ
の
農
業
委
員
会
で
効
率

的
に
運
営
す
る
と
の
結
論
に
至
っ
た
、

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
農
業
を

効
率
化
で
済
ま
せ
る
べ
き
で
は
な
い
。

本
市
は
全
国
有
数
の
農
業
面
積
を
有

す
る
都
市
で
あ
り
、
田
園
型
の
政
令

市
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
合
併
協

議
会
の
結
論
の
追
認
で
は
な
く
、
市

当
局
と
し
て
農
業
委
員
会
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
証
す
べ
き
だ
。
ま
た
、

広
大
な
農
地
を
有
す
る
都
市
と
し
て
、

農
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
早
急
に
つ
く
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
指
摘
が
あ

り
、
市
当
局
か
ら
、
状
況
の
変
化
に

応
じ
複
数
の
農
業
委
員
会
の
設
置
を

含
め
、
指
摘
の
点
を
関
係
部
局
等
に

伝
え
た
い
、
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

   

　
委
員
か
ら
、
御
津
町
・
灘
崎
町
と

の
合
併
に
よ
り
、
合
併
後
十
年
間
は

合
併
前
の
基
準
で
地
方
交
付
税
が
算

定
さ
れ
る
が
、
特
例
期
間
が
終
了
す

る
平
成
27
年
度
か
ら
は
算
定
替
え
に

よ
り
減
額
と
な
る
。
こ
れ
は
建
部
町
、

瀬
戸
町
と
の
合
併
協
議
会
で
示
し
た

財
政
計
画
に
見
込
ん
で
い
る
の
か
、

と
の
質
問
が
あ
り
、
市
当
局
か
ら
、

交
付
税
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
か
ら
変

動
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
基
準
の
18

年
度
を
据
え
置
い
て
試
算
し
て
い
る
。

算
定
替
え
に
よ
る
27
年
度
の
影
響
額

は
約
七
千
万
円
で
あ
る
が
、
こ
の
数

値
は
含
ま
れ
て
い
な
い
、
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。 

　
こ
れ
に
対
し
委
員
か
ら
、
合
併
協

議
会
で
こ
う
し
た
議
論
が
な
か
っ
た

こ
と
は
残
念
で
あ
り
問
題
で
あ
る
、

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。 

      

平
成
18
年
度
老
人
保
健
医
療
費
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ

い
て
ほ
か
八
件
の
議
案
が
付
託
さ
れ
、

五
議
案
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の
他
の

議
案
は
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。 

   

　
県
の
医
療
費
公
費
負
担
制
度
の
見

直
し
に
伴
う
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
・

老
人
医
療
費
の
各
給
付
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
、
医
療

費
負
担
が
一
割
に
な
っ
た
時
の
受
給

対
象
者
の
生
活
実
態
を
把
握
す
べ
き

だ
、
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に

委
員
か
ら
、
受
給
者
負
担
が
増
え
れ

ば
市
の
負
担
は
減
る
が
、
な
ぜ
そ
の

減
額
分
で
市
独
自
の
低
所
得
者
対
策

を
行
わ
な
い
の
か
、
と
の
質
問
が
あ

り
、
市
当
局
か
ら
、
今
ま
で
も
年
度

途
中
の
補
正
予
算
で
何
と
か
や
り
繰

り
し
て
い
る
。
福
祉
制
度
は
利
用
者

負
担
で
支
え
合
う
制
度
へ
変
化
す
る

大
き
な
流
れ
が
あ
り
、
国
の
医
療
保

険
制
度
に
対
し
て
県
の
医
療
費
公
費

負
担
制
度
で
一
定
の
配
慮
を
行
う
中

で
、
県
が
低
所
得
者
対
策
を
し
て
い

る
た
め
、
現
段
階
で
は
全
県
統
一
的

な
取
り
扱
い
で
始
め
た
い
。
今
後
運

用
面
で
問
題
が
出
れ
ば
、
情
報
や
意

見
を
県
へ
伝
え
て
い
く
、
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。 

     

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
、
委
員
か

ら
①
利
用
児
童
数
や
施
設
の
規
模
に

応
じ
て
ト
イ
レ
等
施
設
設
置
の
目
安

や
目
標
を
作
る
べ
き
で
は
②
施
設
が

二
つ
あ
る
大
規
模
児
童
ク
ラ
ブ
の
場

合
、
指
導
員
の
配
置
数
に
問
題
は
な

い
の
か
―
と
の
質
問
が

あ
り
、
市
当
局
か
ら
①

今
ま
で
受
け
入
れ
の
量

的
拡
大
に
力
を
入
れ
て

き
た
が
、
今
後
は
質
的

な
面
の
見
直
し
を
念
頭

に
方
向
性
を
検
討
し
、

内
部
的
な
目
安
を
作
成

し
た
い
②
運
営
委
員
や

指
導
員
か
ら
実
情
も
聞

い
て
お
り
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
―
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。 

      

平
成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）
に
つ
い
て
ほ
か
二
件
の

議
案
が
付
託
さ
れ
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
並
び
に
同
意
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。 

　
な
お
、
最
終
日
に
付
託
さ
れ
た
訴

え
の
提
起
に
つ
い
て
は
、
審
査
結
果

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。 

     

委
員
か
ら
、
合
併
準
備
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
経
費
と
し
て
、
ご
み
処

理
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
運

営
費
、
粗
大
ご
み
電
話
受
付
業
務
等

委
託
料
、
消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
改
修
業
務
委
託
料
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
①
金
銭
的
妥
当 

総

務

委

員

会
 

保
健
福
祉
委
員
会 

環
境
消
防
水
道
委
員
会 

合
併
後
の
 

農
業
委
員
会
の
在
り
方
 
新
市
の
財
政
計
画
 

単
県
医
療
費
公
費
負
担
制
度
の
 

見
直
し
に
伴
う
条
例
の
一
部
改
正
 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
 
合
併
に
係
る
シ
ス
テ
ム
統
合
 

防災対策が待たれる郡漁港 

　
六
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の
結
果
、
並
び
に

審
査
の
過
程
で
特
に
議
論
と
な
っ
た
点
に
つ
い
て
の
委
員

長
報
告
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
 

安心安心して利用利用できる 
医療費制度医療費制度を 

安心して利用できる 
医療費制度を 


